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4 年前の新聞です。 

ラグビーの日本代表がついに悲願

のベスト 8 を達成しました。 

『悲願』ってどういう意味です

か？ 

（ずっと強く願い続けてきたこと、

という意味です。） 

 

なぜ、日本代表は史上初のベスト 8

を達成することができたのでしょ

う。 

（チームワークが良かったから。） 

（一生懸命練習をしたから。） 

（目標を達成するために頑張ったか

ら） 

 

「悲願」とは、さっき発表にあった

ようにずっと強く願い続けてきたこ

と、という意味があります。その思

いの強さを知る為には、歴史を知ら

なくてはいけません。 

ちょっと、タイムスリップしてみま

しょう。今から 2９年前。渡辺先生が

小学校 6 年生の時です。日本代表は

ウェールズと戦いました。 

 勝ったと思う？負けたと思う？ 
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 日本は敗れました。 

 続くアイルランドにも敗れまし

た。 

 3 試合目。 

 相手のニュージーランドは、主力

メンバーではなく、2 軍メンバーで臨

んできました。 

 日本は勝てたのでしょうか。 

（子どもたちのほとんどは負け予

想） 

 

 実際の映像を見せました。 

 日本代表が、オールブラックスと

戦っている映像です。 

 次々とトライを決めるニュージー

ランド代表。 

 日本選手のタックルは次々と交わ

されました。 

そして試合が終わりました。 

 

 
結果は、１７－１４５。 

歴史的な大敗でした。 

最多失点記録など、ワースト世界記

録を６つも作ってしまいました。 

 

 報道には、左の文もありました。 

 「国辱」とは、簡単に言えば「国

の恥」という意味です。 

 （子どもたちは、とても神妙な顔

つきで左の文章を読んでいました。） 
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もう一度尋ねました。 

「なぜ、日本代表はベスト 8 を達成

することができたのでしょう。」 

（悔しさをばねに頑張った。） 

（練習のやり方を変えた。） 

（仲間と励まし合った。） 

 

 4 年後。 

 先生は高校一年生になりました。 

 ラグビーワールドカップ第 4 回大

会はウェールズで開催されました。 

 

 初戦はサモア。 

日本は勝ったでしょうか。 

それとも負けたでしょうか。 

（ほぼ全員が負けたと予想） 

 

負けました。 

９－４３。 

またもや、大差での敗北です。 

 

 

 「当時の新聞記事です。 

 再び、「惨敗」の 2 文字。 

 感想をどうぞ。」 

（残念です。） 

（また負けた。） 

（悔しい。） 
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「続く 2 試合も負けました。 

この年も、日本代表は全敗です。」 

 

 

さらに 4 年後。 

再びワールドカップの都市がやって

きます。 

先生は、20 歳。大学生です。 

5 回大会はオーストラリアで行われま

した。 

 

「この年から予選は 4 試合。さて、

日本は何勝何敗だったでしょう？」 

（最も多かった予想は 1 勝、次いで

2 勝との予想でした。0 勝予想はいま

せんでした。） 

 

「この年も、日本代表は全敗でし

た。」 

 この時、子供達がスコアを指して

言い始めました。 

（点差が縮んできている） 

（ほんとだ！） 

 負けは負けでも、スコアの差が確

かに減ってきています。 

 

「さらに 4 年たって、またワールド

カップの年が来ました。 

先生は 24 歳。小学校の先生になって

働き始めた頃です。開催国はフラン

スでした。」 
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「この年戦ったのは、この４つの国 

日本代表は何勝したでしょう。」 

（最も多いのが 1 勝、次いで 2 勝で

した。やはり０勝という予想はあり

ません。今度こそ勝った！と考えた

ようです。） 

 

「結果はこうなりました。」 

（あ！） 

（カナダと引き分け！） 

 

 

「新聞記事です。とても小さく、こ

の記事が掲載されました。」 

 

再び尋ねました。 

「なぜ、日本代表は史上初のベスト 8

を達成することができたのでしょ

う」 

（ずっとあきらめなかったから） 

（勝とうという強い思いがあった） 

（何度負けてもくじけなかった） 

 

さらに 4 年後。 

ニュージーランドでワールドカップ

が開かれました。 
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「何勝できたと思う？」 

（今度こそ勝った！） 

（2 勝はしたはず！） 

（負けるなニッポン！） 

 

結果です。 

またも引き分け。勝利はなし。 

「つまり、先生が小学生の頃から大

人になるまで、ラグビーの日本代表

は一度も勝利していないのです。『日

本は勝てない』『日本は弱い』多くの

人が思っていました。先生も、そう

思っていました。」 

 

 当時の新聞記事です。 

 「この頃には、日本はベスト 8 を

達成するという目標を明確に掲げま

す。そのために、ワールドカップで 2

勝を目指しました。」 

 

「さらに 4 年がたちます。 

 この大会は知っている人もいるか

もしれません。」 

 

「初戦の相手は南アフリカ。過去ワ

ールドカップを 2 度優勝している、

世界屈指の強豪チームです。」 
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試合の映像を見せました。 

子どもたちは、本気で応援していま

した。 

結果が分かっている子もそうでない

子も、画面に向かって一所懸命声を

上げていました。 

 

「試合終了間際。 

２９－３２と大接戦を繰り広げた

日本は最後のペナルティのチャンス

で、スクラムを選択します。キック

を選択すれば、引き分ける可能性大

の場面、コーチからもキックの指

示、しかし選手たちはそれを跳ね返

します。」 

 

『引き分けるために 4 年間頑張って

きたんじゃない。引き分けても、歴

史は変わらない。勝って、歴史を変

える』 

こうして試合終了直前に日本はトラ

イを決め、大逆転勝利をおさめま

す。 

教室中が大興奮となりました。 

 

「新聞記事。 

号外です。 

先生が小学校の頃から 24 年間、ず

っと勝てなかった日本代表が、つい

に勝利したのです。しかも世界ラン

ク 3 位の強豪南アフリカから。」 

 

「快進撃は続き、この年日本代表

は 3 勝 1 敗の好成績。惜しくもベス

ト 8 は逃しましたが、世界中が日本

の躍進に驚きました。」 

どんなチームの変化があったのか

を伝えるため、田中選手の本から引

用して伝えました。 



8 

  

 

再び問いました。 

「なぜ、史上初のベスト８を達成す

ることができたのですか。」 

（強い気持ちがあった。） 

（絶対勝つんだと思い続けた） 

（あきらめない気持ち） 

 

「そして今年、日本代表は 4 つの予

選を戦いました。世界ランク 2 位の

アイルランドをはじめ、屈指の強豪

との大熱戦。最後の相手は、宿敵ス

コットランドでした。」 

 

戦績を見せました。 

子どもたちからは、「おぉ～」とどよ

めきが起きました。 

日本代表は、4 戦全勝、グループ首位

で史上初のベスト 8 を達成しまし

た。 

 

国の恥と言われ。 

 

金を返せとののしられ。 
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 24 年間ずっと勝てなかった日本代

表。 

新聞には、酷評が書き続けられまし

た。 

 

しかし、彼らは歴史を変えました。 

 新聞の見出しです。『日本の誇り』 

（最後に、下の画面を見せて授業を

終えました。） 

 
 ワールドカップイヤーに合わせて、4 年前の快挙を子どもたちに授業して

みました。 

 もう間もなく、今年のワールドカップが開幕します。 

 

 ☆↓読者ページはこちらから↓☆ご意見ご感想など気軽にお寄せください 

https://docs.google.com/forms/d/1qqf4cPLcjpcWaimW

du-6IFM73JahODYK4ROldg7jLxM/edit 

https://docs.google.com/forms/d/1qqf4cPLcjpcWaimWdu-6IFM73JahODYK4ROldg7jLxM/edit
https://docs.google.com/forms/d/1qqf4cPLcjpcWaimWdu-6IFM73JahODYK4ROldg7jLxM/edit

